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(57)【要約】
【課題】高耐熱性、低吸水性、低比重であり、且つ、耐衝撃性にも優れた成形体が得られ
る重合体組成物、及びそれを用いてなる成形体を提供すること。
【解決手段】ａ）比重が０．８５以上１．０未満であり且つガラス転移温度が８０℃以上
であるβ－ピネン重合体と、ｂ）芳香族ビニル重合体ブロックの１０～３５質量％及び水
素添加共役ジエン重合体ブロックの６５～９０質量％からなり、重量平均分子量が１００
０００～２５００００である芳香族ビニル系ブロック共重合体とを、該ａ）成分が６０～
９５質量部及び該ｂ）成分が５～４０質量部の割合において、且つそれらａ）成分とｂ）
成分の合計量が１００質量部となるように配合して、重合体組成物を調製した。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）比重が０．８５以上１．０未満であり且つガラス転移温度が８０℃以上であるβ－
ピネン重合体と、ｂ）芳香族ビニル重合体ブロックの１０～３５質量％及び水素添加共役
ジエン重合体ブロックの６５～９０質量％からなり、重量平均分子量が１０００００～２
５００００である芳香族ビニル系ブロック共重合体とを、該ａ）成分が６０～９５質量部
及び該ｂ）成分が５～４０質量部の割合において、且つそれらａ）成分とｂ）成分の合計
量が１００質量部となるように配合してなることを特徴とする重合体組成物。
【請求項２】
　前記β－ピネン重合体が、水素添加せしめられたものであって、（［水素添加されたオ
レフィン性二重結合の数］／［水素添加前の重合体中のオレフィン性二重結合の数］）×
１００の値が９５％以上である請求項１に記載の重合体組成物。
【請求項３】
　前記芳香族ビニル系ブロック共重合体が、芳香族ビニル重合体ブロックの１０～２５質
量％、及び水素添加共役ジエン重合体ブロックの７５～９０質量％からなるものである請
求項１又は請求項２に記載の重合体組成物。
【請求項４】
　全光線透過率が８０％以上である請求項１乃至請求項３の何れか１項に記載の重合体組
成物。
【請求項５】
　請求項１乃至請求項４の何れか１項に記載の重合体組成物を用いて得られる成形体。
                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、重合体組成物及びそれを用いて得られる成形体に係り、特に、優れた透明性
が要求される光学用フィルム、レンズシート、光学用基板材料、灯具用透明材料、拡散板
、導光板等の光学用成形体や、建材用透明材料、更には、通信用、電気・電子機器用の絶
縁成形体、医薬関連器材等を作製する際に有利に用いられ得る重合体組成物に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　分子内に脂環式骨格を有する炭化水素系重合体（脂環式炭化水素系重合体）は、比誘電
率、透明性、耐熱寸法安定性、耐溶剤性、平坦性等に優れていることから、様々な工業部
品材料として用いられている。そのような脂環式炭化水素系重合体は、従来より、石油由
来の単量体を重合又は共重合せしめることにより、あるいは、それによって得られた重合
体に対して水素を添加することにより、製造されている。例えば、特許文献１においては
、環状オレフィンを開環メタセシス重合して、次いで水素添加を行うことによる、環状オ
レフィンの開環重合体水素化物の製造方法が提案されている。また、特許文献２及び特許
文献３には、所定の触媒の存在下において、環状オレフィンと鎖状オレフィンとを共重合
することによって得られる、脂環式炭化水素系重合体たるシクロオレフィンコポリマーが
明らかにされている。
【０００３】
　また、脂環式炭化水素系重合体は、非晶性であり、透明性が高いことから、特にレンズ
、フィルム状又はシート状の各種光学材料として、従来より広く用いられている。具体的
には、特許文献４において、脂環式構造含有重合体にて構成された光学用フィルムが明示
されている。
【０００４】
　一方、近年、循環型社会の形成や地球温暖化の防止等を目的として、カーボンニュート
ラルの観点から、植物由来のバイオマスの有効利用が注目されている。例えば、自然界に
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豊富に存在する天然バイオマスの一つとして、松脂や柑橘類の皮等に多く含まれているテ
ルペン類があり、かかるテルペン類は、医薬品や香料の原料等として、広く用いられてい
る。
【０００５】
　ここで、テルペン類の中には、脂環式ビニルモノマー構造を有するものがあり、古くか
ら重合性があることが知られているところ、非特許文献１には、そのようなテルペン類の
一種であるβ－ピネンのカチオン重合について記載されている。しかしながら、非特許文
献１に記載の手法に従って得られるβ－ピネン重合体は、分子量が小さく、耐熱性や強度
が十分なものではなかったため、かかるβ－ピネン重合体を用いても、安定な成形品等を
得ることは困難であった。このように、非特許文献１に示されたβ－ピネン重合体は、成
形品材料として用いることが困難なものであったため、工業的には樹脂添加剤や粘着付与
樹脂等として用いられるに過ぎないものであった。
【０００６】
　また、非特許文献２には、β－ピネンをカチオン重合せしめる際に２，６－ジ－ｔ－ブ
チル－４－メチルピリジンを加えることにより、比較的大きな分子量を有するβ－ピネン
重合体が得られたとの記載がなされているが、そこにおいて得られたβ－ピネン重合体の
ガラス転移温度は６５℃であり、実用的に十分なものではなかった。
【０００７】
　そのような状況の下、本発明者等の一部は、先に、植物由来の脂環式テルペン類たるβ
－ピネンを、２官能性ビニル化合物の存在下、ルイス酸触媒を用いてカチオン重合もしく
はカチオン共重合することにより、従来は得ることが出来なかった大きな分子量を有する
脂環式炭化水素系重合体（β－ピネン重合体）を製造し得ることを見出した（特許文献５
、非特許文献３）。しかしながら、そこにおいて開示したβ－ピネン重合体にあっては、
耐熱性、低吸水性、低比重等の優れた特性を有するものではあるものの、例えば、通信機
器用、電気・電子機器用の成形体として用いる場合には、耐衝撃性が十分とは言い難いも
のであった。このため、透明性を始めとするβ－ピネン重合体が本来的に有する優れた特
性を保持しつつ、耐衝撃性にも優れた成形体が得られる、β－ピネン重合体を含有する重
合体組成物の開発が望まれているのである。
【０００８】
【特許文献１】国際公開第００／７３３６６号パンフレット
【特許文献２】特表２００１－５０６２９３号公報
【特許文献３】特表２００１－５０６６８９号公報
【特許文献４】国際公開第０３／８１２９９号パンフレット
【特許文献５】国際公開第０８／４４６４０号パンフレット
【非特許文献１】William J. Roberts and Allan R. Day、「A Study of the Polymeriza
tion of α- and β-Pinene with Friedel-Crafts Type Catalysts」、Journal of   the
 American Chemical Society、１９５０年、第７２巻、１２２６～１２３０頁
【非特許文献２】B. Keszler, J. P. Kennedy、「Synthesis of High Moleculer Weight 
Poly(β-Pinene)」、Advances in Polymer Science、１９９２年、第１００巻、１～９頁
【非特許文献３】K. Satoh, H. Sugiyama and M. Kamigaito、「Biomass-derived heat-r
esistant alicyclic hydrocarbon polymers:poly(terpenes) and their hydrogenated de
rivatives」、Green Chemistry、２００６年、第８巻、８７８～８８２頁
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　ここにおいて、本発明は、かかる事情を背景にして為されたものであって、その解決す
べき課題とするところは、高耐熱性、低吸水性、低比重であり、且つ、耐衝撃性にも優れ
た成形体が得られる重合体組成物を提供することにあり、また、そのような重合体組成物
を用いてなる成形体を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
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【００１０】
　そして、本発明者等は、そのような課題を解決すべく、鋭意検討を重ねたところ、所定
のβ－ピネン重合体と所定の芳香族ビニル系ブロック共重合体とを含有する重合体組成物
を用いてなる成形体にあっては、耐衝撃性に優れていることを見出し、本発明を完成する
に至ったのである。
【００１１】
　すなわち、本発明は、ａ）比重が０．８５以上１．０未満であり且つガラス転移温度が
８０℃以上であるβ－ピネン重合体と、ｂ）芳香族ビニル重合体ブロックの１０～３５質
量％及び水素添加共役ジエン重合体ブロックの６５～９０質量％からなり、重量平均分子
量が１０００００～２５００００である芳香族ビニル系ブロック共重合体とを、該ａ）成
分が６０～９５質量部及び該ｂ）成分が５～４０質量部の割合において、且つそれらａ）
成分とｂ）成分の合計量が１００質量部となるように配合してなることを特徴とする重合
体組成物を、その要旨とするものである。
【００１２】
　なお、そのような本発明に従う重合体組成物の好ましい態様の一つによれば、前記β－
ピネン重合体が、水素添加せしめられたものであって、（［水素添加されたオレフィン性
二重結合の数］／［水素添加前の重合体中のオレフィン性二重結合の数］）×１００の値
が９５％以上である。
【００１３】
　また、本発明の重合体組成物における他の好ましい態様の一つにおいては、前記芳香族
ビニル系ブロック重合体が、芳香族ビニル重合体ブロックの１０～２５質量％、及び水素
添加共役ジエン重合体ブロックの７５～９０質量％からなるものである。
【００１４】
　さらに、本発明に係る重合体組成物は、望ましくは全光線透過率が８０％以上のもので
ある。
【００１５】
　一方、本発明は、上述せる如き重合体組成物を用いて得られる成形体をも、その要旨と
するものである。
【発明の効果】
【００１６】
　このような本発明に従う重合体組成物にあっては、比重が０．８５以上１．０未満であ
り且つガラス転移温度が８０℃以上であるβ－ピネン重合体と、芳香族ビニル重合体ブロ
ックの１０～３５質量％、及び水素添加共役ジエン重合体ブロックの６５～９０質量％か
らなり、重量平均分子量が１０００００～２５００００である芳香族ビニル系ブロック共
重合体とを、所定の割合において配合してなるものであるところから、本発明の重合体組
成物を用いてなる成形体は、耐衝撃性が高く、例えば精密機器を衝撃から保護するハウジ
ング等を製造する際に有利に用いられ得る。
【００１７】
　また、β－ピネン重合体として、水素添加せしめられたβ－ピネン重合体であって、（
［水素添加されたオレフィン性二重結合の数］／［水素添加前の重合体中のオレフィン性
二重結合の数］）×１００の値が９５％以上であるものを用いた本発明の重合体組成物に
おいては、それを用いて形成された成形体が、耐衝撃性のみならず、耐光性や耐熱性の点
においてもより優れたものとなる。
【００１８】
　さらに、芳香族ビニル系ブロック共重合体として、芳香族ビニル重合体ブロックの１０
～２５質量％、及び水素添加共役ジエン重合体ブロックの７５～９０質量％からなるもの
を用いた本発明の重合体組成物においては、それを用いて形成された成形体が、より優れ
た透明性を発揮し得る。
【００１９】
　加えて、本発明の重合体組成物は、所定のβ－ピネン重合体を主たる成分とするもので
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あることから、かかるβ－ピネン重合体の有する優れた特性により、以下の如き効果を享
受することが出来る。
【００２０】
　（１）本発明の重合体組成物は、比重が小さいものとなり、それを用いて作製される成
形体も軽量となる。
　（２）本発明の重合体組成物は、機械的強度を得るのに十分な大きな分子量を有する重
合体（β－ピネン重合体）を含有しつつ、その溶融粘度が十分に低いものであるため、従
来より公知の成形法に従って容易に成形することが可能である。
　（３）本発明の重合体組成物は、その６０質量％以上が、天然物由来の原料から得るこ
とが出来るβ－ピネン重合体であるため、カーボンニュートラルな材料であり、環境に優
しい特徴を有している。
　（４）そのような優れた特徴を有する重合体組成物を用いて得られる成形体は、耐熱性
が高く、また吸水率も小さいので、熱による変形や水の吸脱着による変形を防ぐことが可
能である。
　（５）また、かかる成形体は、廃棄された後、焼却しても、有害なガスを発生しない。
　（６）さらに、成形体は、耐光性も優れており、長時間の使用による性能の低下が少な
いという特徴を有している。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　ところで、かかる本発明に従う重合体組成物において用いられるβ－ピネン重合体は、
比重が０．８５以上１．０未満であり且つガラス転移温度が８０℃以上であるβ－ピネン
重合体である。ここで、本明細書及び特許請求の範囲におけるβ－ピネン重合体とは、重
合体（ポリマー）中の全モノマー単位あたりのβ－ピネンの含有量が５０モル％以上のも
のをいう。
【００２２】
　そのようなβ－ピネン重合体を製造する際の原料となるβ－ピネンとしては、従来より
公知のものが何れも使用可能である。例えば、松や柑橘類等の植物から採取されたものを
、精製した後、直接、用い得ることは勿論のこと、植物から採取されたα－ピネン等のテ
ルペン類や石油由来の化合物を用いて、従来より公知の手法（例えば、米国特許第３２７
８６２３号明細書に開示の手法）に従って製造されたβ－ピネン等も、用いることが可能
である。そのような植物由来のβ－ピネンを用いて得られたβ－ピネン重合体は、カーボ
ンニュートラルな材料であり、この点において、本発明に係る重合体組成物は、循環型社
会の形成や地球温暖化防止に貢献できる材料となっているのである。
【００２３】
　また、本発明で使用されるβ－ピネン重合体は、上記したβ－ピネンの単独重合体であ
っても、また、β－ピネンと共重合可能な他の単量体の少なくとも１種以上との共重合体
であっても、何等差し支えない。β－ピネンと共重合可能な他の単量体としては、カチオ
ン重合性単量体、ラジカル重合性単量体、配位重合性単量体及び植物由来のテルペン類等
を挙げることが出来る。
【００２４】
　なお、本発明において、β－ピネン重合体を製造する際に用いられる、カチオン重合性
単量体、ラジカル重合性単量体及び配位重合性単量体としては、従来より一般的に用いら
れているものを使用することが可能である。また、植物由来のテルペン類も、カチオン重
合法、ラジカル重合法又は配位重合法の何れかの重合法において、重合性単量体として用
いることが可能である。具体的には、カチオン重合性単量体としては、イソブチレン、イ
ソプレン、ブタジエン、スチレン、α－メチルスチレン、ｐ－メチルスチレン、ｐ－メト
キシスチレン、ｐ－ｔ－ブトキシスチレン、インデン、アルキルビニルエーテル、ノルボ
ルネン等を例示することが出来る。また、ラジカル重合性単量体としては、メチル（メタ
）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、２－
エチルヘキシル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２



(6) JP 2010-31156 A 2010.2.12

10

20

30

40

50

－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、グリシジル（メタ）アクリレート等の（メ
タ）アクリレート類；アクリロニトリル、メタクリロニトリル等のニトリル基含有ビニル
モノマー；アクリルアミド、メタクリルアミド等のアミド基含有ビニルモノマー；酢酸ビ
ニル、ピバリン酸ビニル、安息香酸ビニル等のビニルエステル類；塩化ビニル、塩化ビニ
リデン、無水マレイン酸、マレイン酸、フマル酸、フマル酸エステル、マレイミド等を挙
げることが出来る。更に、配位重合性単量体としては、エチレン、プロピレン、１－ヘキ
セン、シクロペンテン、ノルボルネン等を例示することが出来、更にまた、植物由来のテ
ルペン類としては、ミルセン、アロオシメン、オメシン、α－ピネン、ジペンテン、リモ
ネン、α－フェランドレン、α－テルピネン、γ－テルピネン、２－カレン、３－カレン
等を、例示することが出来る。これらの中から、β－ピネンの使用量等に応じて、一種又
は二種以上のものが適宜に選択されて用いられることとなる。β－ピネン重合体はカチオ
ン重合法によって有利に得られることから、上述の如き重合性単量体の中でも、特にカチ
オン重合性単量体が有利に用いられる。
【００２５】
　また、上記共重合可能な単量体をβ－ピネンと共重合する場合において、その共重合量
は、ポリマー中の全モノマー単位あたり０．００１～５０モル％が好ましく、中でも０．
０１～２０モル％がより好ましく、０．０５～１０モル％が最も好ましい。なお、その共
重合量が多過ぎると、吸水率が増加したり、耐熱性が低下してしまう等の問題を生じるた
め、好ましくない。
【００２６】
　一方、前記した共重合性単量体と共に、或いは前記共重合性単量体に代えて、少量の２
官能以上の架橋性の単量体（以下、架橋性単量体という）を共重合することが出来る。か
かる架橋性単量体は、重合体を製造する際に、分岐剤若しくは架橋剤として一般的に用い
られているが、その使用量を少量とすることにより、所謂、長鎖分岐構造を有し、有機溶
媒への不溶部が生じない程度の分子量を有するβ－ピネン重合体が、有利に得られる。本
発明において用いられ得る架橋性単量体としては、具体的に、ｍ－ジイソプロペニルベン
ゼン、ｐ－ジイソプロペニルベンゼン、ｍ－ジビニルベンゼン、ｐ－ジビニルベンゼン、
１，４－シクロヘキサンジメタノールジビニルエーテル、エチレングリコールジビニルエ
ーテル等の２官能性ビニル化合物を挙げることが出来、それらの中でも、経済性や反応性
の観点から、ｍ－ジイソプロペニルベンゼンが、好ましく用いられる。
【００２７】
　そのような架橋性単量体をβ－ピネン（及びβ－ピネンと共重合可能な他の単量体）と
共重合する場合に、その共重合量は、ポリマー中の全モノマー単位あたり０．００１～７
モル％が好ましく、中でも０．０１～５モル％がより好ましく、０．０５～４モル％が最
も好ましい。その共重合量が多過ぎると、得られるβ－ピネン重合体がゲル状となり、熱
可塑性を失ってしまい、好ましくない。
【００２８】
　ところで、本発明で使用されるβ－ピネン重合体の重合方法は、特に限定されるもので
はなく、公知の重合手法の中から適宜に選択することが出来る。例えば、アニオン重合法
、カチオン重合法、ラジカル重合法及び配位重合法のうちの何れかを、選択して用いるこ
とが出来るが、一般にカチオン重合法が採用される。
【００２９】
　なお、カチオン重合法に従って、本発明で使用されるβ－ピネン重合体を得る場合にお
いて、その重合触媒としては、公知のカチオン重合触媒が用いられることとなる。具体的
には、ＢＦ3 、ＢＦ3ＯＥｔ2、ＢＢｒ3 、ＢＢｒ3ＯＥｔ2、ＡｌＣｌ3 、ＡｌＢｒ3 、Ａ
ｌＩ3 、ＴｉＣｌ4 、ＴｉＢｒ4 、ＴｉＩ4 、ＦｅＣｌ3 、ＦｅＣｌ2 、ＳｎＣｌ2 、Ｓ
ｎＣｌ4 、ＷＣｌ6 、ＭｏＣｌ5 、ＳｂＣｌ5 、ＴｅＣｌ2 等の、周期律表３族～１６族
までの金属ハロゲン化合物；ＨＦ、ＨＣｌ、ＨＢｒ等の水素酸；Ｈ2ＳＯ4、Ｈ3ＢＯ3、Ｈ
ＣｌＯ4 、ＣＨ3ＣＯＯＨ 、ＣＨ2ＣｌＣＯＯＨ 、ＣＨＣｌ2ＣＯＯＨ、ＣＣｌ3ＣＯＯＨ
、ＣＦ3ＣＯＯＨ 、パラトルエンスルホン酸、ＣＦ3ＳＯ3Ｈ、Ｈ3ＰＯ4、Ｐ2Ｏ5等のオキ
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ソ酸、及びこれらの基を有するイオン交換樹脂等の高分子化合物；燐モリブデン酸、燐タ
ングステン酸等のヘテロポリ酸；ＳｉＯ2 、Ａｌ2Ｏ3、ＳｉＯ2－Ａｌ2Ｏ3 、ＭｇＯ－Ｓ
ｉＯ2 、Ｂ2Ｏ3－Ａｌ2Ｏ3、ＷＯ3－Ａｌ2Ｏ3 、Ｚｒ2Ｏ3－ＳｉＯ2 、硫酸化ジルコニア
、タングステン酸ジルコニア、Ｈ+ 又は希土類元素と交換したゼオライト、活性白土、酸
性白土、γ－Ａｌ2Ｏ3、Ｐ2Ｏ5をケイソウ土と担持させた固体燐酸等の固体酸等を、挙げ
ることが出来る。
【００３０】
　これらのカチオン重合触媒は、組み合わせて用いても良く、また他の化合物等を重合系
に添加しても良い。かかる他の化合物等は、例えばそれを添加することにより触媒の活性
を向上させることができる化合物等である。そして、金属ハロゲン化合物の酸性化合物と
しての活性を向上させる化合物の例としては、ＭｅＬｉ、ＥｔＬｉ、ＢｕＬｉ、Ｅｔ2 Ｍ
ｇ、ＥｔＭｇＢｒ、Ｅｔ3Ａｌ 、Ｅｔ2ＡｌＣｌ 、ＥｔＡｌＣｌ2 、Ｅｔ3Ａｌ2Ｃｌ3 、
（ｉ－Ｂｕ）3Ａｌ 、Ｅｔ2Ａｌ（ＯＥｔ） 、Ｍｅ4Ｓｎ 、Ｅｔ4Ｓｎ 、Ｂｕ4Ｓｎ 、Ｂ
ｕ3ＳｎＣｌ 等の金属アルキル化合物；２－メトキシ－２－フェニルプロパン、ｔ－ブタ
ノール、１，４－ビス（２－メトキシ－２－プロピル）ベンゼン、２－フェニル－２－プ
ロパノール等の、リビングカチオン重合における重合開始剤として用いられる化合物等が
、例示される。
【００３１】
　また、本発明で使用されるβ－ピネン重合体の重合方法として、溶媒を用いた溶液重合
法を用いてもよい。使用可能な溶媒としては、採用される重合法により異なるため、一義
的に規定することは困難であるが、例えば、ベンゼン、トルエン、キシレン等の芳香族炭
化水素系溶媒；ペンタン、ヘキサン、ヘプタン、オクタン、シクロペンタン、シクロヘキ
サン、メチルシクロヘキサン、デカリン等の脂肪族炭化水素系溶媒；塩化メチル、塩化メ
チレン、１，２－ジクロロエタン、１，１，２－トリクロロエチレン等のハロゲン化炭化
水素系溶媒；エステル、エーテル等の含酸素系溶媒等を挙げることが出来る。なお、反応
性を考慮すると、芳香族炭化水素系溶媒、脂肪族炭化水素系溶媒、ハロゲン化炭化水素系
溶媒等の使用が、好ましい。これらの溶媒は、単独で使用しても、２種類以上を組み合わ
せて使用しても良い。
【００３２】
　かくの如き溶媒の使用量は特に限定されないが、β－ピネン等の単量体：１００質量部
に対して、通常１００～１００００質量部程度、好ましくは１５０～５０００質量部、よ
り好ましくは２００～３０００質量部である。この溶媒量が少ないと、重合触媒の均一な
混合が困難になるため、反応が不均一となり、均一な樹脂が得られなかったり、反応の制
御が困難になる。一方、溶媒量が多いと、生産性が低下してしまう問題がある。
【００３３】
　そして、重合反応を行なう場合、反応温度は通常、－８０℃～１００℃が好ましく、中
でも－４０℃～８０℃がより好ましく、－２０℃～８０℃が最も好ましい。この反応温度
が低過ぎると、反応の進行が遅く、高過ぎると、反応の制御が困難であり、再現性が得ら
れ難い。
【００３４】
　また、重合反応を行なうための反応圧力は、特に限定されるものではないが、０．５～
５０気圧が好ましく、０．７～１０気圧がより好ましい。通常、１気圧前後で重合反応が
行なわれることとなる。
【００３５】
　なお、重合反応によって生成したβ－ピネン重合体は、例えば、再沈殿、加熱下での溶
媒除去、減圧下での溶媒除去、水蒸気による溶媒の除去（スチーム・ストリッピング）等
の、重合体を溶液から単離する際の通常の操作によって、反応混合物から分離、取得する
ことが出来る。
【００３６】
　本発明で使用されるβ－ピネン重合体は、耐光性、耐衝撃性、耐熱性の観点から、その
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オレフィン性二重結合が水素添加されていることが好ましい。そして、その水素添加率と
しては、一般に９０％以上水素添加されていることが好ましく、中でも９５％以上水素添
加されていることがより好ましく、９９％以上水素添加されていることが、最も好ましい
。特に、本発明にあっては、前記β－ピネン重合体は、水素添加されたものであって、そ
の水素添加率を示す（［水素添加されたオレフィン性二重結合の数］／［水素添加前の重
合体中のオレフィン性二重結合の数］）×１００の値が９５％以上であることが、望まし
いのである。なお、水素添加されたβ－ピネン重合体における不飽和二重結合（炭素－炭
素二重結合）の水素添加率は、ヨウ素価滴定法、赤外分光スペクトル測定、核磁気共鳴ス
ペクトル（ 1Ｈ－ＮＭＲスペクトル）測定等の分析手段を用いて、算出することが可能で
ある。
【００３７】
　ここにおいて、本発明で使用されるβ－ピネン重合体の水素添加の方法としては、特に
限定されず、公知の方法を用いることが出来る。例えば、ウィルキンソン錯体、酢酸コバ
ルト／トリエチルアルミニウム、ニッケルアセチルアセトナート／トリイソブチルアルミ
ニウム等の均一系触媒、ケイソウ土、マグネシア、アルミナ、シリカ、アルミナ－マグネ
シア、シリカ－マグネシア、シリカ－アルミナ、合成ゼオライト等の担持体に、ニッケル
、パラジウム、白金等の触媒金属を担持させた不均一系触媒等による公知の方法を用いる
ことが出来る。
【００３８】
　また、かかる水素添加する場合に用いることが出来る溶媒としては、重合体が溶解され
、且つ水素添加触媒に不活性な有機溶媒であれば、使用することが可能である。具体的に
は、ベンゼン、トルエン、キシレン等の芳香族炭化水素系溶媒；ペンタン、ヘキサン、ヘ
プタン、オクタン、シクロペンタン、シクロヘキサン、メチルシクロヘキサン、デカリン
等の脂肪族炭化水素系溶媒；塩化メチル、塩化メチレン、１，２－ジクロロエタン、１，
１，２－トリクロロエチレン等のハロゲン化炭化水素系溶媒；エステル、エーテル等の含
酸素系溶媒等を用いることが出来る。なお、反応性を考慮すると、芳香族炭化水素系溶媒
、脂肪族炭化水素系溶媒等が好ましい。これらの溶媒は、単独で使用しても、２種類以上
を組み合わせて使用しても、何等差し支えない。
【００３９】
　さらに、水素添加反応の反応温度は、使用する水素添加触媒や水素圧力に依存するが、
一般に２０℃～２５０℃程度が好ましく、中でも２５℃～１５０℃がより好ましく、更に
は４０℃～１００℃が最も好ましい。反応温度が低くなり過ぎると、反応が円滑に進行し
難く、また反応温度が高過ぎると、副反応や分子量低下が起こり易い。なお、水素圧力と
しては、好ましくは常圧～２００ｋｇｆ／ｃｍ2 程度、より好ましくは５～１００ｋｇｆ
／ｃｍ2 を用いることが出来る。この水素圧力が低過ぎると、反応が円滑に進行し難く、
また水素圧力が高過ぎると、装置上の制約がかかってしまう。
【００４０】
　なお、そのような水素添加反応系中におけるβ－ピネン重合体の濃度は、通常２質量％
～４０質量％程度であり、好ましくは３質量％～３０質量％、より好ましくは５質量％～
２０質量％である。β－ピネン重合体の濃度が低いと、生産性の低下が起こり易く、好ま
しくない。また、β－ピネン重合体の濃度が高過ぎると、水素化重合体が析出したり、反
応混合物の粘度が高くなり、攪拌が円滑に行なえなくなる場合が生じ、好ましくない。
【００４１】
　また、水素添加反応の反応時間は、使用する水素添加触媒や水素圧力、反応温度に依存
するが、通常、０．１時間～５０時間程度、好ましくは０．２時間～２０時間、より好ま
しくは０．５時間～１０時間が採用されることとなる。
【００４２】
　さらに、水素添加反応後のβ－ピネン重合体は、例えば、再沈殿、加熱下での溶媒除去
、減圧下での溶媒除去、水蒸気による溶媒の除去（スチーム・ストリッピング）等の、重
合体を溶媒から単離する際の通常の操作によって、反応混合物から分離、取得されること
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となる。
【００４３】
　ところで、本発明で使用されるβ－ピネン重合体の分子量は、重合溶液の粘度や溶融粘
度、成形性、耐熱性の観点から、重量平均分子量で３万～１００万程度であることが好ま
しく、４万～５０万がより好ましく、特に６万～２５万が好ましく、中でも９万～２０万
が最も好ましい。なお、重合体の重量平均分子量は、ポリスチレン換算で求めるゲル・パ
ーミエーション・クロマトグラフィー（ＧＰＣ）や、静的光散乱測定（ＳＬＳ）等の公知
の分析手法を用いて、算出することが出来る。
【００４４】
　また、本発明で使用されるβ－ピネン重合体のガラス転移温度（Ｔｇ）は、本発明に係
る重合体組成物を用いてなる成形体の使用環境を考慮すると高い方が好ましいことから、
８０℃以上である必要があり、より好ましくは１００℃以上、更に好ましくは１１０℃以
上である。このガラス転移温度の上限は特に定めないが、２００℃程度であることが望ま
しい。ガラス転移温度が高過ぎると、高分子の絡み合いが少なくなり、成形品が脆くなる
場合があるからである。
【００４５】
　さらに、本発明で使用されるβ－ピネン重合体の全光線透過率は、高い方が好ましく、
一般に８０％以上が好ましく、中でも８５％以上がより好ましく、そして９０％以上が最
も好ましい。なお、全光線透過率は、ＪＩＳ－Ｋ－７３６１－１に準拠して、測定された
ものである。
【００４６】
　更にまた、本発明で使用されるβ－ピネン重合体は、寸法安定性の観点から、吸水率が
低い方が好ましい。かかるβ－ピネン重合体の吸水率は、６０℃、９０％ＲＨ雰囲気下に
置いたときの飽和吸水率として０．２％以下が好ましく、中でも０．１％以下がより好ま
しく、０．０５％以下が最も好ましい。このような吸水率を与えるβ－ピネン重合体が、
有利に選択されることとなる。
【００４７】
　このような本発明で使用されるβ－ピネン重合体は、比重が小さいことが特徴である。
比重が小さいことで、より軽い成形体を得ることが出来るのである。従って、本発明で使
用されるβ－ピネン重合体の比重は０．８５以上１．０未満である必要があり、特に、０
．８５～０．９８がより好ましい。０．８５よりも小さな比重のβ－ピネン重合体を得る
ことは困難であり、また比重が１．０よりも大きくなると、得られる成形体の軽量化とい
う目的を充分に達成し得なくなるからである。
【００４８】
　一方、本発明に従う重合体組成物においては、上述したβ－ピネン重合体と共に、芳香
族ビニル系ブロック共重合体が必須成分として配合される。
【００４９】
　本明細書及び特許請求の範囲における芳香族ビニル系ブロック共重合体とは、ｉ）芳香
族ビニル化合物に由来する単位を主要な構成単位とする芳香族ビニル重合体ブロックの一
種又は二種以上と、ii）共役ジエン化合物に由来する単位を主要な構成単位とする共役ジ
エン重合体ブロックの水素添加物である水素添加共役ジエン重合体ブロックの一種又は二
種以上、とが結合した構造を呈するブロック共重合体を意味する。本発明においては、そ
のような芳香族ビニル系ブロック共重合体の一種又は二種以上が、β－ピネン重合体に対
して配合される。
【００５０】
　具体的に、芳香族ビニル重合体ブロックとしては、スチレン、α－メチルスチレン、ｏ
－メチルスチレン、ｍ－メチルスチレン、ｐ－メチルスチレン、ｔ－ブチルスチレン、２
，４－ジメチルスチレン、２，４，６－トリメチルスチレン、ｐ－メトキシスチレン、ｐ
－ｔ－ブトキシスチレン、ビニルナフタレン、インデン、ハロゲン化スチレン等の芳香族
ビニル化合物の一種又は二種以上からなる重合体ブロック等を、例示することが出来る。
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本発明においては、特に、スチレンからなる重合体ブロックが好ましい。
【００５１】
　また、水素添加共役ジエン重合体ブロックとしては、ブタジエン、イソプレン、１，３
－ヘキサジエン、２，４－ヘキサジエン、２，３－ジメチル－１，３－ブタジエン、１，
３－ペンタジエン等の共役ジエン化合物等からなる共役ジエン重合体ブロックの水素添加
物が挙げられる。これらの中でも、特に、ブタジエン又はイソプレンからなる共役ジエン
重合体ブロックの水素添加物が好ましい。なお、本発明における水素添加共役ジエン重合
体ブロックは、オレフィン性二重結合が残存しているものでも良く、具体的には、〔（水
素添加後の共役ジエン重合体ブロック中に残存するオレフィン性二重結合の数）／（水素
添加前の共役ジエン重合体ブロック中のオレフィン性二重結合の数）〕×１００（％）の
値が１０％程度のものであっても良い。
【００５２】
　本発明に係る重合体組成物において使用可能な芳香族ビニル系ブロック共重合体として
は、例えば、水素添加スチレン－ブタジエンブロック共重合体、水素添加スチレン－ブタ
ジエン－スチレンブロック共重合体、水素添加スチレン－イソプレンブロック共重合体、
水素添加スチレン－イソプレン－スチレンブロック共重合体、水素添加スチレン－イソプ
レン／ブタジエン－スチレンブロック共重合体等を、挙げることが出来る。これらの中で
も、作製した成形体に効果的に耐衝撃性を付与せしめる観点から、好ましくは、水素添加
スチレン－ブタジエン－スチレンブロック共重合体、水素添加スチレン－イソプレン－ス
チレンブロック共重合体、水素添加スチレン－イソプレン／ブタジエン－スチレンブロッ
ク共重合体が使用され、より好ましくは、水素添加スチレン－イソプレン／ブタジエン－
スチレンブロック共重合体が用いられる。なお、芳香族ビニル系ブロック共重合体は、通
常、３０℃以下のガラス転移温度（Ｔｇ）を有するが、複数のガラス転移温度を有する共
重合体や、ガラス転移温度と融点（Ｔｍ）を有する共重合体であっても、最も低いガラス
転移温度が３０℃以下のものであれば、本発明における芳香族ビニル系ブロック共重合体
として使用可能である。
【００５３】
　このような芳香族ビニル系ブロック共重合体（以下、本段落においては単に共重合体と
いう）のうち、本発明に係る重合体組成物においては、芳香族ビニル重合体ブロックの１
０～３５質量％と水素添加共役ジエン重合体ブロックの６５～９０質量％とからなる共重
合体が、より好ましくは、芳香族ビニル重合体ブロックの１０～３０質量％と水素添加共
役ジエン重合体ブロックの７０～９０質量％とからなる共重合体が、更に好ましくは、芳
香族ビニル重合体ブロックの１０～２５質量％と水素添加共役ジエン重合体ブロックの７
５～９０質量％とからなる共重合体が、最も好ましくは、芳香族ビニル重合体ブロックの
１０～２０質量％と水素添加共役ジエン重合体ブロックの８０～９０質量％とからなる共
重合体が、用いられる。共重合体における芳香族ビニル重合体ブロックの占める割合が１
０質量％未満であると、共重合体の形状保持が困難であり、好ましくない。また、芳香族
ビニル重合体ブロックの占める割合が３５質量％を超える共重合体を用いると、かかる共
重合体を含む重合体組成物を用いて得られる成形体において、耐衝撃性が不十分となる恐
れがあり、好ましくない。
【００５４】
　なお、本発明においては、上述したように、二種以上の芳香族ビニル系ブロック共重合
体を用いることが可能であることから、芳香族ビニル重合体ブロックの割合が１０質量％
未満、或いは３５質量％を超える芳香族ビニル系ブロック共重合体であっても、他の芳香
族ビニル系ブロック共重合体と併用することによって、芳香族ビニル系ブロック共重合体
の総量に対する芳香族ビニル重合体ブロックの割合が上記した範囲内となる限りにおいて
、使用することが可能である。
【００５５】
　本発明の重合体組成物にて使用される芳香族ビニル系ブロック共重合体は、その重量平
均分子量が１０００００～２５００００、好ましくは１０００００～２０００００、更に
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好ましくは１０００００～１５００００のものである。重量平均分子量が１０００００未
満の芳香族ビニル系ブロック共重合体を用いた重合体組成物にあっては、かかる重合体組
成物にて形成される成形体の耐衝撃性が不十分であり、好ましくない。一方、重量平均分
子量が２５００００を超える芳香族ビニル系ブロック共重合体を用いると、芳香族ビニル
系ブロック共重合体の粘度が高く、重合体組成物中においてβ－ピネン共重合体との混練
が困難になり、好ましくない。なお、本発明において、二種以上の芳香族ビニル系ブロッ
ク共重合体を併用する際には、上記範囲内の重量平均分子量を有する二種以上の芳香族ビ
ニル系ブロック共重合体が、適宜に選択される。また、芳香族ビニル系ブロック共重合体
の重量平均分子量は、ゲル・パーミエーション・クロマトグラフィー（ＧＰＣ）によるポ
リスチレン換算で求められたものである。
【００５６】
　なお、最終目的物たる成形体の透明性をより優れたものとするためには、重合体組成物
に配合される芳香族ビニル系ブロック共重合体の屈折率を考慮する必要がある。具体的に
は、共に配合されるβーピネン重合体との屈折率の差が小さい芳香族ビニル系ブロック共
重合体を適宜、選択することにより、最終目的物たる成形体の透明性がより優れたものと
なる。ここで、芳香族ビニル系ブロック共重合体の屈折率は、共重合体中における芳香族
ビニル重合体ブロックの割合に依存しており、かかる割合を調整することで、屈折率を調
節することができる。例えば、β―ピネン単独重合体と屈折率の差が小さい芳香族ビニル
系ブロック共重合体としては、芳香族ビニル重合体ブロックを、好ましくは２０～３０質
量％、さらに好ましくは２５～３０質量％、最も好ましくは２６～２８質量％の割合にて
、含有するものである。
【００５７】
　ここで、β－ピネン重合体及び芳香族ビニル系ブロック共重合体の屈折率は、ＪＩＳ－
Ｋ－７１４２に準拠して、２５℃にて測定することが可能である。二種以上の芳香族ビニ
ル系ブロック共重合体を併用する場合であって、屈折率の測定が困難又は不可能な場合に
は、それぞれの芳香族ビニル系ブロック共重合体についての屈折率（上記ＪＩＳに従って
測定されたもの）及びそれらの配合量等より、理論上、屈折率を算出することが出来る。
【００５８】
　本発明に係る重合体組成物においては、上述してきた芳香族ビニル系ブロック共重合体
の一種又は二種以上が、β－ピネン重合体に配合される。本発明における芳香族ビニル系
ブロック共重合体の配合量（二種以上の芳香族ビニル系ブロック共重合体を用いる場合は
、それら共重合体の総量）は、β－ピネン重合体及び芳香族ビニル系ブロック共重合体の
合計量：１００重量部に対して、β－ピネン重合体が６０～９５質量部、芳香族ビニル系
ブロック共重合体が５～４０質量部の割合において、好ましくは、β－ピネン重合体が７
０～９０質量部、芳香族ビニル系ブロック共重合体が１０～３０質量部の割合において、
配合される。芳香族ビニル系ブロック共重合体の配合割合が５質量部より少ない重合体組
成物は、それより得られる成形体が十分な耐衝撃性を発揮し得ず、また、配合割合が４０
質量部より多い重合体組成物は、弾性率が小さ過ぎて実用的でないからである。
【００５９】
　なお、本発明に従う重合体組成物には、必要に応じて、各種配合剤を、単独で或いは二
種以上を混合して用いることが出来る。
【００６０】
　そのような各種配合剤の具体例としては、樹脂工業で通常用いられているものであれば
、格別な制限はなく、例えば、酸化防止剤、紫外線吸収剤、光安定剤、近赤外線吸収剤、
染料や顔料等の着色剤、滑剤、可塑剤（柔軟化剤）、帯電防止剤、蛍光増白剤、充填剤等
の配合剤を挙げることが出来る。
【００６１】
　その中で、酸化防止剤としては、フェノール系酸化防止剤、リン系酸化防止剤、イオウ
系酸化防止剤等が挙げられるが、これらの中でも、フェノール系酸化防止剤が好ましく、
アルキル置換フェノール系酸化防止剤が特に好ましい。
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【００６２】
　用いられるフェノール系酸化防止剤としては、具体的には、従来から公知のものが使用
でき、例えば、２－ｔ－ブチル－６－（３－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシ－５－メチルベ
ンジル）－４－メチルフェニルアクリレート、２，４－ジ－ｔ－アミル－６－（１－（３
，５－ジ－ｔ－アミル－２－ヒドロキシフェニル）エチル）フェニルアクリレート等の特
開昭６３－１７９９５３号公報や特開平１－１６８６４３号公報に記載されている如きア
クリレート系化合物；オクタデシル－３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフ
ェニル）プロピオネート、２，２’－メチレン－ビス（４－メチル－６－ｔ－ブチルフェ
ノール）、１，１，３－トリス（２－メチル－４－ヒドロキシ－５－ｔ－ブチルフェニル
）ブタン、１，３，５－トリメチル－２，４，６－トリス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４
－ヒドロキシベンジル）ベンゼン、テトラキス（メチレン－３－（３’，５’－ジ－ｔ－
ブチル－４’－ヒドロキシフェニルプロピオネート）メタン［即ちペンタエリスリメチル
－テトラキス（３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオネート
）］、トリエチレングリコールビス（３－（３－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチ
ルフェニル）プロピオネート）等のアルキル置換フェノール系化合物；６－（４－ヒドロ
キシ－３，－ジ－ｔ－ブチルアニリノ）－２，４－ビスオクチルチオ－１，３，５－トリ
アジン、４－ビスオクチルチオ－１，３，５－トリアジン、２－オクチルチオ－４，６－
ビス－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－オキシアニリノ）－１，３，５－トリアジン等の
トリアジン基含有フェノール系化合物等が挙げられる。
【００６３】
　また、リン系酸化防止剤としては、一般の樹脂工業で通常使用されるものであれば、格
別な限定はなく、例えば、トリフェニルホスファイト、ジフェニルイソデシルホスファイ
ト、フェニルジイソデシルホスファイト、トリス（ノニルフェニル）ホスファイト、トリ
ス（ジノニルフェニル）ホスファイト、トリス（２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル）ホス
ファイト、１０－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－９，１０－ジ
ヒドロ－９－オキサ－１０－ホスファフェナントレン－１０－オキサイド等のモノホスフ
ァイト系化合物；４，４’－ブチリデン－ビス（３－メチル－６－ｔ－ブチルフェニル－
ジ－トリデシルホスファイト）、４，４’－イソプロピリデン－ビス（フェニル－ジ－ア
ルキル（Ｃ12～Ｃ15）ホスファイト）等のジホスファイト系化合物等が挙げられる。これ
らの中でも、モノホスファイト系化合物が好ましく、トリス（ノニルフェニル）ホスファ
イト、トリス（ジノニルフェニル）ホスファイト、トリス（２，４－ジ－ｔ－ブチルフェ
ニル）ホスファイト等が特に好ましい。
【００６４】
　更にまた、イオウ系酸化防止剤としては、例えば、ジラウリル３，３－チオジプロピオ
ネート、ジミリスチル３，３’－チオジプロピオネート、ジステアリル３，３－チオジプ
ロピオネート、ラウリルステアリル３，３－チオジプロピオネート、ペンタエリスリトー
ル－テトラキス－（β－ラウリル－チオプロピオネート）、３，９－ビス（２－ドデシル
チオエチル）－２，４，８，１０－テトラオキサスピロ［５，５］ウンデカン等を挙げる
ことが出来る。
【００６５】
　そして、これらの酸化防止剤は、それぞれ単独で、或いは二種以上を組み合わせて、用
いることが出来る。このような酸化防止剤の配合量は、本発明の目的が損なわれない範囲
で適宜に決定されることとなるが、β－ピネン重合体及び芳香族ビニル系ブロック共重合
体の総量：１００質量部に対して、通常０．００１～５質量部程度、好ましくは０．０１
～１質量部の範囲である。
【００６６】
　また、紫外線吸収剤としては、例えば、２－（２－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）
２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシ－５－メチルフェニ
ル）－５－クロロ－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－２－ヒ
ドロキシフェニル）－５－クロロ－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３，５－ジ－ｔ－
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ブチル－２－ヒドロキシフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、５－クロロ－２－（３
，５－ジ－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（
３，５－ジ－ｔ－アミル－２－ヒドロキシフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール等のベ
ンゾトリアゾール系紫外線吸収剤；４－ｔ－ブチルフェニル－２－ヒドロキシベンゾエー
ト、フェニル－２－ヒドロキシベンゾエート、２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル－３，５
－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、ヘキサデシル－３，５－ジ－ｔ－ブチ
ル－４－ヒドロキシベンゾエート、２－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－４－
メチル－６－（３，４，５，６－テトラヒドロフタルイミジルメチル）フェノール、２－
（２－ヒドロキシ－５－ｔ－オクチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（２
－ヒドロキシ－４－オクチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール等のベンゾエート系
紫外線吸収剤；２，４－ジヒドロキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－メトキシベ
ンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン－５－スルホン酸３水和物
、２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシベンゾフェノン、４－ドデシルオキシ－２－ヒド
ロキシベンゾフェノン、４－ベンジルオキシ－２－ヒドロキシベンゾフェノン、２，２’
，４，４’－テトラヒドロキシベンゾフェノン、２，２’－ジヒドロキシ－４，４’－ジ
メトキシベンゾフェノン等のベンゾフェノン系紫外線吸収剤；エチル－２－シアノ－３，
３－ジフェニルアクリレート、２’－エチルヘキシル－２－シアノ－３，３－ジフェニル
アクリレート等のアクリレート系紫外線吸収剤；［２，２’－チオビス（４－ｔ－オクチ
ルフェノレート）］－２－エチルヘキシルアミンニッケル等の金属錯体系紫外線吸収剤等
を用いることが出来る。
【００６７】
　さらに、光安定剤としては、例えば、２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル
ベンゾエート、ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）セバケート、ビ
ス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）－２－（３，５－ジ－ｔ－ブ
チル－４－ヒドロキシベンジル）－２－ｎ－ブチルマロネート、４－（３－（３，５－ジ
－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオニルオキシ）－１－（２－（３－（３
，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオニルオキシ）エチル）－２，
２，６，６－テトラメチルピペリジン等のヒンダードアミン系光安定剤を挙げることが出
来る。
【００６８】
　加えて、近赤外線吸収剤としては、例えば、シアニン系近赤外線吸収剤；ピリリウム系
近赤外線吸収剤；スクワリリウム系近赤外線吸収剤；クロコニウム系近赤外線吸収剤；ア
ズレニウム系近赤外線吸収剤；フタロシアニン系近赤外線吸収剤；ジチオール金属錯体系
近赤外線吸収剤；ナフトキノン系近赤外線吸収剤；アントラキノン系近赤外線吸収剤；イ
ンドフェノール系近赤外線吸収剤；アジ系近赤外線吸収剤等が挙げられる。また、市販品
の近赤外線吸収剤として、ＳＩＲ－１０３、ＳＩＲ－１１４、ＳＩＲ－１２８、ＳＩＲ－
１３０、ＳＩＲ－１３２、ＳＩＲ－１５２、ＳＩＲ－１５９、ＳＩＲ－１６２（以上、三
井東圧染料株式会社製）、Ｋａｙａｓｏｒｂ　ＩＲ－７５０、Ｋａｙａｓｏｒｂ　ＩＲＧ
－００２、Ｋａｙａｓｏｒｂ　ＩＲＧ－００３、Ｋａｙａｓｏｒｂ　ＩＲ－８２０Ｂ、Ｋ
ａｙａｓｏｒｂ　ＩＲＧ－０２２、Ｋａｙａｓｏｒｂ　ＩＲＧ－０２３、Ｋａｙａｓｏｒ
ｂ　ＣＹ－２、Ｋａｙａｓｏｒｂ　ＣＹ－４、Ｋａｙａｓｏｒｂ　ＣＹ－９（以上、日本
化薬株式会社製）等を挙げること出来る。
【００６９】
　また、染料としては、重合体組成物に均一に分散・溶解するものであれば、特に限定さ
れるものではないが、本発明に係る重合体組成物との相溶性が優るところから、油溶性染
料（各種Ｃ．Ｉ．ソルベント染料）が広く用いられる。この油溶性染料の具体例としては
、Ｔｈｅ　Ｓｏｃｉｅｔｙ　ｏｆ　Ｄｙｅｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏｌｏｕｒｉｓｔｓ社刊のＣ
ｏｌｏｒ　Ｉｎｄｅｘ　ｖｏｌ．３に記載されている各種のＣ．Ｉ．ソルベント染料が、
挙げられる。
【００７０】
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　さらに、有機系顔料としては、例えば、ピグメントレッド３８等のジアリリド系顔料；
ピグメントレッド４８：２、ピグメントレッド５３、ピグメントレッド５７：１等のアゾ
レーキ系顔料；ピグメントレッド１４４、ピグメントレッド１６６、ピグメントレッド２
２０、ピグメントレッド２２１、ピグメントレッド２４８等の縮合アゾ系顔料；ピグメン
トレッド１７１、ピグメントレッド１７５、ピグメントレッド１７６、ピグメントレッド
１８５、ピグメントレッド２０８等のベンズイミダゾロン系顔料；ピグメントレッド１２
２等のキナクリドン系顔料；ピグメントレッド１４９、ピグメントレッド１７８、ピグメ
ントレッド１７９等のペリレン系顔料；ピグメントレッド１７７等のアントラキノン系顔
料が挙げられる。また、無機系顔料としては、例えば、酸化チタン、カーボンブラック、
べんがら、クロムレッド、モリブデンレッド、リサージ、酸化鉄等が挙げられる。
【００７１】
　ところで、本発明の重合体組成物を用いて成形体を作製するにあたり、かかる成形体に
着色が必要とされるときは、染料と顔料の何れでも、本発明の目的の範囲で使用すること
が出来る。また、紫外線吸収剤が目視では黄色～赤色の色を示すこともあり、近赤外線吸
収剤が目視では黒色の色を示すこともあるため、これらと染料を厳密に区別して使用する
必要はなく、また、組み合わせて使用しても何等差し支えない。
【００７２】
　また、滑剤としては、脂肪族アルコールのエステル、多価アルコールのエステル或いは
部分エステル等の有機化合物や無機微粒子等を用いることが出来る。有機化合物としては
、例えば、グリセリンモノステアレート、グリセリンモノラウレート、グリセリンジステ
アレート、ペンタエリスリトールモノステアレート、ペンタエリスリトールジステアレー
ト、ペンタエリスリトールトリステアレート等が挙げられる。
【００７３】
　さらに、他の滑剤としては、一般に無機微粒子を用いることが出来る。ここで、無機微
粒子としては、周期律表の１族、２族、４族、６～１４族元素の酸化物、硫化物、水酸化
物、窒素化物、ハロゲン化物、炭酸塩、硫酸塩、酢酸塩、燐酸塩、亜燐酸塩、有機カルボ
ン酸塩、珪酸塩、チタン酸塩、硼酸塩及びそれらの含水化物、それらを中心とする複合化
合物、天然化合物などの微粒子が挙げられる。
【００７４】
　また、可塑剤としては、例えば、トリクレジルフォスフェート、トリキシリルフォスフ
ェート、トリフェニルフォスフェート、トリエチルフェニルフォスフェート、ジフェニル
クレジルフォスフェート、モノフェニルジクレジルフォスフェート、ジフェニルモノキシ
レニルフォスフェート、モノフェニルジキシレニルフォスフェート、トリブチルフォスフ
ェート、トリエチルフォスフェート等の燐酸トリエステル系可塑剤；フタル酸ジメチル、
フタル酸ジブチル、フタル酸ジヘプチル、フタル酸ジ－ｎ－オクチル、フタル酸ジ－２－
エチルヘキシル、フタル酸ジイソノニル、フタル酸オクチルデシル、フタル酸ブチルベン
ジル等のフタル酸エステル系可塑剤；オレイン酸ブチル、グリセリンモノオレイン酸エス
テル等の脂肪酸一塩基酸エステル系可塑剤；二価アルコールエステル系可塑剤；オキシ酸
エステル系可塑剤等が使用出来るが、これらの中でも、燐酸トリエステル系可塑剤が好ま
しく、トリクレジルフォスフェート、トリキシリルフォスフェートが特に好ましい。
【００７５】
　さらに、可塑剤の具体例としては、スクアラン（Ｃ30Ｈ62、Ｍｗ＝４２２．８）、流動
パラフィン（ホワイトオイル、ＪＩＳ－Ｋ－２２３１に規定されるＩＳＯ　ＶＧ１０、Ｉ
ＳＯ　ＶＧ１５、ＩＳＯ　ＶＧ３２、ＩＳＯ　ＶＧ６８、ＩＳＯ　ＶＧ１００、ＩＳＯ　
ＶＧ８及びＩＳＯ　ＶＧ２１等）、ポリイソブテン、水添ポリブタジエン、水添ポリイソ
プレン等が挙げられる。これらの中でも、スクアラン、流動パラフィン及びポリイソブテ
ンが、好ましく用いられる。
【００７６】
　更にまた、帯電防止剤としては、ステアリルアルコール、ベヘニルアルコール等の長鎖
アルキルアルコール、グリセリンモノステアレート、ペンタエリスリトールモノステアレ
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ート等の多価アルコールの脂肪酸エステル等が挙げられるが、ステアリルアルコール、ベ
ヘニルアルコールが特に好ましい。
【００７７】
　これらの配合剤は、単独で、又は二種以上を混合して用いることが出来、その割合は、
本発明の目的が損なわれない範囲で適宜選択される。その配合量は、β－ピネン重合体及
び芳香族ビニル系ブロック共重合体の総量：１００質量部に対して、通常０．００１～５
質量部程度、好ましくは０．０１～１質量部の範囲である。
【００７８】
　本発明に従う重合体組成物は、上述してきたβ－ピネン重合体、芳香族ビニル系ブロッ
ク共重合体、及び必要に応じて各種配合剤を、各々、所定割合にて配合し、混合すること
により調製されることとなるが、その際には、重合体組成物の全光線透過率（ＪＩＳ－Ｋ
－７３６１－１に準拠して、厚さ：０．５ｍｍの試験片について測定されるもの）が７０
％以上となるように、より好ましくは８０％以上となるように、調製される。また、同時
に、重合体組成物についてのＪＩＳ－Ｋ－７１１０に準拠して測定されるアイゾッド衝撃
強度が、好ましくは４．０ｋＪ／ｍ2 以上となるように、より好ましくは５．０ｋＪ／ｍ
2 以上、更に好ましくは１０．０ｋＪ／ｍ2 以上となるように、重合体組成物の調製が行
なわれる。なお、β－ピネン重合体等の混合方法は、特に限定されるものではなく、二軸
混練機、ニーダー等を用いて溶融混合する方法や、適当な溶媒（例えば、ヘプタン、シク
ロヘキサン、トルエン、キシレン等）に溶解又は分散させて混合する方法を、用いること
が出来る。
【００７９】
　そのようにして得られた重合体組成物を用いて成形体を作製するにあたり、その成形方
法としては、従来より公知の成形方法に従えば良く、射出成形、押出成形、押出ブロー成
形、射出ブロー成形、多層ブロー成形、コネクションブロー成形、二重壁ブロー成形、延
伸ブロー成形、真空成形、回転成形等が挙げられるが、特に、射出成形及び押出成形が好
ましい。
【００８０】
　以上のようにして得られた成形体にあっては、優れた耐熱性を有し、低吸水性、軽量で
あり、また耐衝撃性及び透明性にも優れているところから、光学用フィルム、レンズシー
ト、光学用基板材料、灯具用基板材料、拡散板、導光板等の光学用成形体や、建材用透明
材料、更には、通信用、電気・電子機器用の絶縁成形体、医薬関連器材等に好適に用いら
れ得るのである。
【実施例】
【００８１】
　以下に、本発明の実施例を幾つか示し、本発明を更に具体的に明らかにすることとする
が、本発明が、そのような実施例の記載によって、何等の制約をも受けるものでないこと
は、言うまでもないところである。また、本発明には、以下の実施例の他にも、更には上
記した具体的記述以外にも、本発明の趣旨を逸脱しない限りにおいて、当業者の知識に基
づいて、種々なる変更、修正、改良等を加え得るものであることが、理解されるべきであ
る。
【００８２】
　先ず、β－ピネン重合体水素添加物（Ｈ１）と、７種類の芳香族ビニル系ブロック共重
合体（Ｓ１～Ｓ７）を、以下の手順に従って、それぞれ合成した。なお、得られたβ－ピ
ネン重合体水素添加物及び７種類の芳香族ビニル系ブロック共重合体の各物性は、以下の
手法に従って測定した。
【００８３】
－分子量－
　数平均分子量及び重量平均分子量は、何れも、ゲル・パーミエーション・クロマトグラ
フィー（ＧＰＣ）によるポリスチレン換算で求めた。ＧＰＣ装置として、東ソー株式会社
製のＨＬＣ－８０２０（品番）を用い、カラムとして、東ソー株式会社製のＴＳＫｇｅｌ
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・ＧＭＨ－Ｍの２本とＧ２０００Ｈの１本とを直列に繋いだものを用いた。
【００８４】
－水素添加率－
　 1Ｈ－ＮＭＲスペクトルから、原料樹脂のオレフィン性二重結合プロトン（４～６ｐｐ
ｍ）の減少率（％）により、水素添加率｛（［水素添加されたオレフィン性二重結合の数
］／［水素添加前の重合体中のオレフィン性二重結合の数］）×１００（％）｝を求めた
。
【００８５】
－ガラス転移温度（Ｔｇ）－
　充分に乾燥して、溶媒を除去したサンプルを用いて、示差走査熱量測定法（ＤＳＣ）に
より、測定した。先ず、サンプルを、窒素１００ｍＬ／分の気流下、２５℃から１０℃／
分の昇温速度で２００℃まで加熱して、ＤＳＣカーブを得る。次に、この得られたＤＳＣ
カーブを用い、図１に示される如く、その中央接線Ｂと転移前のベースラインＣの交点を
通り温度軸に対して平行な平行線Ｅと、中央接線Ｂと転移後のベースラインＤの交点を通
り温度軸に対して平行な平行線Ｆを引く。本明細書では、この２本の平行線Ｅ、Ｆを２等
分する平行線ＧとＤＳＣカーブの交点における温度Ａを、ガラス転移温度（Ｔｇ）とした
。また、ここでは、測定装置としては、メトラー・トレド株式会社製のＤＳＣ３０（品番
）を用いた。
【００８６】
－屈折率－
　株式会社アタゴ製のＣＲ－Ｍ２（品番）を用いて、ＪＩＳ－Ｋ－７１４２に準拠して、
２５℃の条件にて測定した。
【００８７】
－比重－
　ＪＩＳ－Ｋ－７１１２：１９９９のＡ法に準じて、測定した。
【００８８】
〈β－ピネン重合体水素添加物（Ｈ１）の合成〉
　十分に乾燥させたガラス製コック付フラスコについて、その内部を充分に窒素置換した
後、これに、脱水したＮ－ヘキサン：１８４質量部と、脱水した塩化メチレン：２１０質
量部と、脱水したジエチルエーテル：０．５質量部とを加え、－７８℃に冷却した。それ
らの混合物を－７８℃にて撹拌しながら、二塩化エチルアルミニウムのヘキサン溶液（濃
度：１．０ｍｏｌ／Ｌ）：７．２質量部を更に加えた。次いで、フラスコ内を－７８℃に
保持した状態にて、ｐ－ジクミルクロライドのヘキサン溶液（濃度：０．１ｍｏｌ／Ｌ）
：３．０質量部を添加したところ、赤燈色に変化した。その後、直ちに蒸留精製したβ－
ピネン：６０質量部を、１時間かけてフラスコ内に添加したところ、次第に濃燈色になり
、溶液の粘度が上昇した。β－ピネンの添加終了後、メタノール：３０質量部を添加して
、反応を終了させた。フラスコ内に、蒸留水：１００質量部にクエン酸：５質量部を添加
してなる水溶液を添加し、５分撹拌した後、水層を抜き取り、蒸留水を加えて水層が中性
になるまで洗浄し、アルミ化合物を除去した。得られた有機層をメタノール／アセトン（
５０／５０ｖｏｌ％）の混合溶媒：５０００質量部に再沈せしめた後、十分に乾燥して、
β－ピネン重合体（Ａ１）：６０質量部を得た。得られたβ－ピネン重合体（Ａ１）の重
量平均分子量は１１６０００、数平均分子量は５１０００、ガラス転移温度は９５℃であ
った。
【００８９】
　窒素置換した撹拌装置付き耐圧容器に、シクロヘキサン：７０質量部と、上述の如くし
て得られたβ－ピネン重合体（Ａ１）：３０質量部とを加え、撹拌することにより、シク
ロヘキサン中にβ－ピネン重合体（Ａ１）を完全に溶解させた。次いで、このシクロヘキ
サン溶液中に、水素添加触媒としての５％パラジウム担持アルミナ（Ｎ．Ｅ．ＣｈｅｍＣ
ａｔ製）：３０質量部を加え、撹拌して十分に分散させた後、耐圧容器内を十分に水素で
置換した。その後、容器内を１０００ｒｐｍで撹拌しながら、１００℃、水素圧：４０ｋ
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ｇｆ／ｃｍ2 で、６時間反応させた後、常圧に戻した。反応後の溶液に、シクロヘキサン
：２００質量部を更に加えて希釈した後、０．５μｍのテフロン（登録商標）フィルター
によりろ過して、触媒を分離除去した。得られたろ液を、メタノール／アセトン（５０／
５０ｖｏｌ％）の混合溶媒：５０００質量部に再沈せしめた後、十分に乾燥して、β－ピ
ネン重合体水素添加物（Ｈ１）：２９質量部を得た。なお、得られたβ－ピネン重合体水
素添加物（Ｈ１）の水素添加率を 1Ｈ－ＮＭＲから求めたところ、９９．９％であり、重
量平均分子量は１１２０００、数平均分子量は５０８００、ガラス転移温度は１３０℃、
屈折率は１．５０１、比重は０．９３０であった。そして、二軸押出機（シリンダー温度
：１８０℃）を用いて、β－ピネン重合体水素添加物（Ｈ１）のペレットを製造した。
【００９０】
〈芳香族ビニル系ブロック共重合体（Ｓ１）の合成〉
　攪拌装置付き耐圧容器中に、シクロヘキサン：５０ｋｇ、充分に脱水したスチレン：１
０００ｇ、及びｓｅｃ－ブチルリチウムのシクロヘキサン溶液（濃度：１０質量％）：２
１０ｇを加え、６０℃で６０分間、重合を行なった。次いで、イソプレンとブタジエンの
混合物〔イソプレン：ブタジエン＝５０：５０（重量比）〕：８０００ｇを加えて６０分
間、更にスチレン：１０００ｇを加えて６０分間、重合を行ない、最後にメタノールを加
えて重合を停止させて、スチレン－イソプレン／ブタジエン－スチレン型のブロック共重
合体（Ｂ１）を合成した。このブロック共重合体（Ｂ１）に対して、５％パラジウム担持
カーボンを用いて、水素雰囲気下で水素を添加せしめることにより、芳香族ビニル系ブロ
ック共重合体（水素添加スチレン－イソプレン／ブタジエン－スチレンブロック共重合体
、Ｓ１）を得た。得られたブロック共重合体（Ｓ１）の重量平均分子量は１１００００で
あり、水素添加率は９７．５％であった。また、ブロック共重合体（Ｓ１）のスチレン含
有量（Ｓ１中における芳香族ビニル重合体ブロックの割合に相当）は、２０質量％であっ
た。そして、二軸押出機（シリンダー温度：２００℃）及びアンダーウォーターカッター
を用いて、芳香族ビニル系ブロック共重合体（Ｓ１）のペレットを製造した。
【００９１】
〈芳香族ビニル系ブロック共重合体（Ｓ２）の合成〉
　攪拌装置付き耐圧容器中に、シクロヘキサン：５０ｋｇ、充分に脱水したスチレン：１
６００ｇ、及びｓｅｃ－ブチルリチウムのシクロヘキサン溶液（濃度：１０質量％）：２
１０ｇを加え、６０℃で６０分間、重合を行なった。次いで、イソプレンとブタジエンの
混合物〔イソプレン：ブタジエン＝５０：５０（重量比）〕：６８００ｇを加えて６０分
間、更にスチレン：１６００ｇを加えて６０分間、重合を行ない、最後にメタノールを加
えて重合を停止させて、スチレン－イソプレン／ブタジエン－スチレン型のブロック共重
合体（Ｂ２）を合成した。このブロック共重合体（Ｂ２）に対して、５％パラジウム担持
カーボンを用いて、水素雰囲気下で水素を添加せしめることにより、芳香族ビニル系ブロ
ック共重合体（水素添加スチレン－イソプレン／ブタジエン－スチレンブロック共重合体
、Ｓ２）を得た。得られたブロック共重合体（Ｓ２）の重量平均分子量は１７００００で
あり、水素添加率は９７．５％であった。また、ブロック共重合体（Ｓ２）のスチレン含
有量（Ｓ２中における芳香族ビニル重合体ブロックの割合に相当）は、３２質量％であっ
た。そして、二軸押出機（シリンダー温度：２００℃）及びアンダーウォーターカッター
を用いて、芳香族ビニル系ブロック共重合体（Ｓ２）のペレットを製造した。
【００９２】
〈芳香族ビニル系ブロック共重合体（Ｓ３）の合成〉
　攪拌装置付き耐圧容器中に、シクロヘキサン：５０ｋｇ、充分に脱水したスチレン：６
５０ｇ、及びｓｅｃ－ブチルリチウムのシクロヘキサン溶液（濃度：１０質量％）：２１
０ｇを加え、６０℃で６０分間、重合を行なった。次いで、イソプレン：８７００ｇを加
えて６０分間、更にスチレン：６５０ｇを加えて６０分間、重合を行ない、最後にメタノ
ールを加えて重合を停止させて、スチレン－イソプレン－スチレン型のブロック共重合体
（Ｂ３）を合成した。このブロック共重合体（Ｂ３）に対して、５％パラジウム担持カー
ボンを用いて、水素雰囲気下で水素を添加せしめることにより、芳香族ビニル系ブロック
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共重合体（水素添加スチレン－イソプレン－スチレンブロック共重合体、Ｓ３）を得た。
得られたブロック共重合体（Ｓ３）の重量平均分子量は９００００であり、水素添加率は
９７．５％であった。また、ブロック共重合体（Ｓ３）のスチレン含有量（Ｓ３中におけ
る芳香族ビニル重合体ブロックの割合に相当）は、１３質量％であった。そして、二軸押
出機（シリンダー温度：２００℃）及びアンダーウォーターカッターを用いて、芳香族ビ
ニル系ブロック共重合体（Ｓ３）のペレットを製造した。
【００９３】
〈芳香族ビニル系ブロック共重合体（Ｓ４）の合成〉
　攪拌装置付き耐圧容器中に、シクロヘキサン：５０ｋｇ、充分に脱水したスチレン：１
４００ｇ、及びｓｅｃ－ブチルリチウムのシクロヘキサン溶液（濃度：１０質量％）：２
１０ｇを加え、６０℃で４０分間、重合を行なった。次いで、イソプレンとブタジエンの
混合物〔イソプレン：ブタジエン＝５０：５０（重量比）〕：７２００ｇを加えて４０分
間、更にスチレン：１４００ｇを加えて４０分間、重合を行ない、最後にメタノールを加
えて重合を停止させて、スチレン－イソプレン／ブタジエン－スチレン型のブロック共重
合体（Ｂ４）を合成した。このブロック共重合体（Ｂ４）に対して、５％パラジウム担持
カーボンを用いて、水素雰囲気下で水素を添加せしめることにより、芳香族ビニル系ブロ
ック共重合体（水素添加スチレン－イソプレン／ブタジエン－スチレンブロック共重合体
、Ｓ４）を得た。得られたブロック共重合体（Ｓ４）の重量平均分子量は６００００であ
り、水素添加率は９７．５％であった。また、ブロック共重合体（Ｓ４）のスチレン含有
量（Ｓ４中における芳香族ビニル重合体ブロックの割合に相当）は、２８質量％であった
。そして、二軸押出機（シリンダー温度：２００℃）及びアンダーウォーターカッターを
用いて、芳香族ビニル系ブロック共重合体（Ｓ１）のペレットを製造した。
【００９４】
〈芳香族ビニル系ブロック共重合体（Ｓ５）の合成〉
　攪拌装置付き耐圧容器中に、シクロヘキサン：５０ｋｇ、充分に脱水したスチレン：１
５００ｇ、及びｓｅｃ－ブチルリチウムのシクロヘキサン溶液（濃度：１０質量％）：２
１０ｇを加え、６０℃で６０分間、重合を行なった。次いで、イソプレン：７０００ｇを
加えて６０分間、更にスチレン：１５００ｇを加えて６０分間、重合を行ない、最後にメ
タノールを加えて重合を停止させて、スチレン－イソプレン－スチレン型のブロック共重
合体（Ｂ５）を合成した。このブロック共重合体（Ｂ５）に対して、５％パラジウム担持
カーボンを用いて、水素雰囲気下で水素を添加せしめることにより、芳香族ビニル系ブロ
ック共重合体（水素添加スチレン－イソプレン－スチレンブロック共重合体、Ｓ５）を得
た。得られたブロック共重合体（Ｓ５）の重量平均分子量は９００００であり、水素添加
率は９７．５％であった。また、ブロック共重合体（Ｓ５）のスチレン含有量（Ｓ５中に
おける芳香族ビニル重合体ブロックの割合に相当）は、３０質量％であった。そして、二
軸押出機（シリンダー温度：２００℃）及びアンダーウォーターカッターを用いて、芳香
族ビニル系ブロック共重合体（Ｓ１）のペレットを製造した。
【００９５】
〈芳香族ビニル系ブロック共重合体（Ｓ６）の合成〉
　攪拌装置付き耐圧容器中に、シクロヘキサン：５０ｋｇ、充分に脱水したスチレン：２
０００ｇ、及びｓｅｃ－ブチルリチウムのシクロヘキサン溶液（濃度：１０質量％）：２
１０ｇを加え、６０℃で６０分間、重合を行なった。次いで、イソプレンとブタジエンの
混合物〔イソプレン：ブタジエン＝５０：５０（重量比）〕：６０００ｇを加えて６０分
間、更にスチレン：２０００ｇを加えて６０分間、重合を行ない、最後にメタノールを加
えて重合を停止させて、スチレン－イソプレン／ブタジエン－スチレン型のブロック共重
合体（Ｂ６）を合成した。このブロック共重合体（Ｂ６）に対して、５％パラジウム担持
カーボンを用いて、水素雰囲気下で水素を添加せしめることにより、芳香族ビニル系ブロ
ック共重合体（水素添加スチレン－イソプレン／ブタジエン－スチレンブロック共重合体
、Ｓ６）を得た。得られたブロック共重合体（Ｓ６）の重量平均分子量は９００００であ
り、水素添加率は９７．５％であった。また、ブロック共重合体（Ｓ６）のスチレン含有
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量（Ｓ６中における芳香族ビニル重合体ブロックの割合に相当）は、４０質量％であった
。そして、二軸押出機（シリンダー温度：２００℃）及びアンダーウォーターカッターを
用いて、芳香族ビニル系ブロック共重合体（Ｓ６）のペレットを製造した。
【００９６】
〈芳香族ビニル系ブロック共重合体（Ｓ７）の合成〉
　攪拌装置付き耐圧容器中に、シクロヘキサン：５０ｋｇ、充分に脱水したスチレン：１
５００ｇ、及びｓｅｃ－ブチルリチウムのシクロヘキサン溶液（濃度：１０質量％）：２
１０ｇを加え、６０℃で１２０分間、重合を行なった。次いで、イソプレンとブタジエン
の混合物〔イソプレン：ブタジエン＝５０：５０（重量比）〕：６０００ｇを加えて１２
０分間、更にスチレン：２０００ｇを加えて１２０分間、重合を行ない、最後にメタノー
ルを加えて重合を停止させて、スチレン－イソプレン／ブタジエン－スチレン型のブロッ
ク共重合体（Ｂ７）を合成した。このブロック共重合体（Ｂ７）に対して、５％パラジウ
ム担持カーボンを用いて、水素雰囲気下で水素を添加せしめることにより、芳香族ビニル
系ブロック共重合体（水素添加スチレン－イソプレン／ブタジエン－スチレンブロック共
重合体、Ｓ７）を得た。得られたブロック共重合体（Ｓ７）の重量平均分子量は２８００
００であり、水素添加率は９７．５％であった。また、ブロック共重合体（Ｓ７のスチレ
ン含有量（Ｓ７中における芳香族ビニル重合体ブロックの割合に相当）は、３０質量％で
あった。そして、二軸押出機（シリンダー温度：２００℃）及びアンダーウォーターカッ
ターを用いて、芳香族ビニル系ブロック共重合体（Ｓ７）のペレットを製造した。
【００９７】
　以上のようにして得られたβ－ピネン重合体水素添加物（Ｈ１）及び芳香族ビニル系ブ
ロック共重合体（Ｓ１～Ｓ７）を用いて、以下の実験を行なった。なお、以下の実施例及
び比較例で得られた各成形体の物性は、比重については上記したものと同様の手法に従っ
て測定し、比重以外の物性については、以下の手法に従って測定し、評価した。
【００９８】
－アイゾッド衝撃強度－
　ＪＩＳ－Ｋ－７１１０に準拠して、厚さ：３ｍｍの成形品（タイプＡノッチ付）を試験
片として用いて、２５℃、湿度：４０％の条件にて測定した。ここでは、測定装置として
、株式会社東洋精機製、デジタル衝撃試験機ＤＧ－ＵＢ（品番）を用いた。
【００９９】
－曲げ弾性率－
　ＪＩＳ－Ｋ－７１７１に準拠して、厚さ：３ｍｍの成形品を試験片として用いて、２５
℃、湿度：４０％の条件にて測定した。ここでは測定装置として、株式会社島津製作所製
、オートグラフＡＧ－５０００（品番）を用いた。
【０１００】
－荷重たわみ温度－
　ＪＩＳ－Ｋ－７１９１－１，２に準拠して、１．８ＭＰａの条件で、ＨＯＴ．ＶＳＰＴ
．ＴＥＳＴＥＲ　Ｓ－３Ｍ（品番；株式会社東洋精機製作所製）を用いて、測定した。
【０１０１】
－全光線透過率－
　株式会社村上色彩研究所製のＨＲ－１００（品番）を用いて、ＪＩＳ－Ｋ－７３６１－
１に準拠して、厚さ：０．５ｍｍの成形品についての全光線透過率を測定した。
【０１０２】
－吸水率－
　プレス成形により得た、長さ：１４０ｍｍ×幅：６０ｍｍ×厚さ：０．８ｍｍの板状成
形体を、６０℃、９０％ＲＨ雰囲気下に１０日間、載置し、初期質量（載置前の質量）に
対する増加した質量の割合を吸水率（％）とした。
　　吸水率（％）＝（質量増加分／初期質量）×１００
【０１０３】
〈実施例１〉
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　β－ピネン重合体水素添加物（Ｈ１、屈折率：１．５０１）の８５質量部と、水素添加
スチレン－イソプレン／ブタジエン－スチレンブロック共重合体（Ｓ１、スチレン含有量
：２０質量％、重量平均分子量１１００００）の１５質量部とを、溶融混練機（株式会社
東洋精機製作所製、製品名：ラボプラストミル）を用いて、１００ｒｐｍ、２３０℃の条
件にて５分間、混合し、重合体組成物を得た。かかる重合体組成物を所定の形状にプレス
成形し、得られた成形体について各物性を測定した。その測定結果を、下記表１に示す。
【０１０４】
〈実施例２〉
　水素添加スチレン－イソプレン／ブタジエン－スチレンブロック共重合体（Ｓ１）に代
えて、水素添加スチレン－イソプレン／ブタジエン－スチレンブロック共重合体（Ｓ２、
スチレン含有量：３２質量％、重量平均分子量１７００００）を用いた以外は実施例１と
同様にして、重合体組成物を得た。かかる重合体組成物を所定の形状にプレス成形し、得
られた成形体について各物性を測定した。その測定結果を、下記表１に示す。
【０１０５】
〈比較例１〉
　β－ピネン重合体水素添加物（Ｈ１）のみを所定の形状にプレス成形し、得られた成形
体について各物性を測定した。その測定結果を、下記表１に示す。
【０１０６】
〈比較例２〉
　水素添加スチレン－イソプレン／ブタジエン－スチレンブロック共重合体（Ｓ１）に代
えて、水素添加スチレン－イソプレン－スチレンブロック共重合体（Ｓ３、スチレン含有
量：１３質量％、重量平均分子量９００００）を用いた以外は実施例１と同様にして、重
合体組成物を得た。かかる重合体組成物を所定の形状にプレス成形し、得られた成形体に
ついて各物性を測定した。その測定結果を、下記表１に示す。
【０１０７】
〈比較例３〉
　水素添加スチレン－イソプレン／ブタジエン－スチレンブロック共重合体（Ｓ１）に代
えて、水素添加スチレン－イソプレン／ブタジエン－スチレンブロック共重合体（Ｓ４、
スチレン含有量：２８質量％、重量平均分子量６００００）を用いた以外は実施例１と同
様にして、重合体組成物を得た。かかる重合体組成物を所定の形状にプレス成形し、得ら
れた成形体について各物性を測定した。その測定結果を、下記表１に示す。
【０１０８】
〈比較例４〉
　水素添加スチレン－イソプレン／ブタジエン－スチレンブロック共重合体（Ｓ１）に代
えて、水素添加スチレン－イソプレン－スチレンブロック共重合体（Ｓ５、スチレン含有
量：３０質量％、重量平均分子量９００００）を用いた以外は実施例１と同様にして、重
合体組成物を得た。かかる重合体組成物を所定の形状にプレス成形し、得られた成形体に
ついて各物性を測定した。その測定結果を、下記表１に示す。
【０１０９】
〈比較例５〉
　水素添加スチレン－イソプレン／ブタジエン－スチレンブロック共重合体（Ｓ１）の１
５質量部に代えて、水素添加スチレン－イソプレン－スチレンブロック共重合体（Ｓ５、
スチレン含有量：３０質量％、重量平均分子量９００００）の４５質量部を用いた以外は
実施例１と同様にして、重合体組成物を得た。かかる重合体組成物を所定の形状にプレス
成形し、得られた成形体について各物性を測定した。その測定結果を、下記表１に示す。
【０１１０】
〈比較例６〉
　水素添加スチレン－イソプレン／ブタジエン－スチレンブロック共重合体（Ｓ１）に代
えて、水素添加スチレン－イソプレン／ブタジエン－スチレンブロック共重合体（Ｓ６、
スチレン含有量：４０質量％、重量平均分子量１０００００）を用いた以外は実施例１と
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同様にして、重合体組成物を得た。かかる重合体組成物を所定の形状にプレス成形し、得
られた成形体について各物性を測定した。その測定結果を、下記表１に示す。
【０１１１】
〈比較例７〉
　水素添加スチレン－イソプレン／ブタジエン－スチレンブロック共重合体（Ｓ１）に代
えて、水素添加スチレン－イソプレン／ブタジエン－スチレンブロック共重合体（Ｓ７、
スチレン含有量：３０質量％、重量平均分子量２８００００）を用いた以外は実施例１と
同様にして、重合体組成物を調製しようとしたところ、均一に混合することが困難であっ
たため、実験を中断した。
【０１１２】
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【表１】

【０１１３】
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　かかる表１より明らかなように、本発明の如く、β―ピネン重合体水素添加物に所定の
芳香族ビニル系ブロック共重合体を配合してなる重合体組成物（実施例１～２）にあって
は、その成形体が、アイゾッド衝撃強度が５ｋＪ／ｍ2 以上と優れた耐衝撃性を発揮する
ことが認められた。中でも、芳香族ビニル系ブロック共重合体が、スチレン含有量（ブロ
ック共重合体における芳香族ビニル重合体ブロックの割合に相当）が１０～２５質量％の
ものである重合体組成物（実施例１）は、それを用いて得られた成形体が優れた透明性を
も発揮することから、耐衝撃性を必要とする光学部材として有利に用いられ得ることが認
められたのである。また、芳香族ビニル系ブロック共重合体の配合量を４５質量％とした
比較例５の場合、耐衝撃性は実施例２に近い値を示すものの、曲げ弾性率及び荷重たわみ
温度において不十分なものとなっていることから、本発明の重合体組成物にあっては、そ
れを用いてなる成形体が、曲げ弾性率及び荷重たわみ温度が大きく低下することなく、優
れた耐衝撃性を発揮することが分かる。
【図面の簡単な説明】
【０１１４】
【図１】実施例におけるガラス転移温度を、ＤＳＣカーブから求める方法を示す説明図で
ある。

【図１】
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